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報道関係者各位
プレスリリース
2015年6月17日

特定非営利活動法人　東日本大震災こども未来基金
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特定非営利活動法人 東日本大震災こども未来基金の通常総会が2015年6月13日、仙台市青葉区のＴＫＰ仙台駅西口ビジネスセンターで開かれ、下記の4議題が原案通り賛成多数で可決されました。（会員数48人、出席会員数11人、委任状15通）
議案１　平成26年度事業報告書
議案2　平成26年度決算報告書
議案3　平成27年度事業計画及び予算
議案4　役員の再任
議案の内容は、「伝言板」に掲載されています。
この結果、2015年9月末を締め切りとする3回目の学資支援の募集を、これまで対象としてこなかった現小学1年生と2年生（震災時には概ね2歳と3歳）の「震災で両親または片方の親をなくしたこども」を対象にして、実施することを決めました。また、3回の募集で、当法人として実施できる支援事業はほぼ達成できたとして、募金も9月末で打ち切り、この時点での総資金をもとに、学資支援者を決定し、その子どもたちを含め、支援している子どもたち全員が高校を卒業するまで、法人としての事業を続けていくことを確認しました。
総会の議論では、2015年9月末で、募金を打ち切ることについて、周知をはかるとともに、これまでの支援協力者に理解を求める必要がある、との意見が多くの会員から出され、高成田理事長もその趣旨に沿って努力をするとの表明がありました。
総会後の理事会で、理事の表決により、理事長に高成田享、副理事長に渡邊剛が多数で再任されました。（理事総数11人、出席理事数5人、書面による表決３人）
第3回の募集の内容については、あらためて当法人のホームページに掲載するとともに、岩手、宮城、福島３県の教育委員会及び仙台市の教育委員会を通じて、当該地域の小学校から高校までに周知していただくようにお願いします。
〔プレスリリースに関するお問い合わせ〕
特定非営利活動法人　東日本大震災こども未来基金
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